
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
記録書込み部の紙搬送方向下手側に、駆動手段に駆動されて回転する排紙ローラと、周面
に鋸歯状の歯を有する排出用スターホイールとよりなる排出ローラ対を配設したインクジ
ェットプリンタにおいて、
上記排出ローラ対の紙搬送方向下手側に、紙押え用の部材を、排出対象とする小サイズの
記録紙の巾方向中央部分に位置するように配設するとともに、前記排出用スターホイール
より下手側では前記小サイズの記録紙の両側をフリーな状態として前記小サイズの記録紙
を略扁平な状態で排出するようにしたことを特徴とするインクジェットプリンタの排紙装
置。
【請求項２】
前記紙押え用の部材が、周面に鋸歯状の歯を有するスターホイールとして構成されている
請求項１に記載のインクジェットプリンタの排紙装置。
【請求項３】
前記紙押え用のスターホイールが、前記排出用スターホイールよりも柔らかい材料により
構成されている請求項２に記載のインクジェットプリンタの排紙装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インクジェットプリンタに適用する排紙装置に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
例えば、多色のインクを用いて厚手で小サイズの記録紙にカラー像を書込んだような場合
には、多量のインクを吸収した記録紙がカール状に波打ってしまう関係上さまざまな問題
を惹起こす。
【０００３】
本出願人が特開平８－２１７３０５号公報に開示した装置は、記録書込みを経て波打った
記録紙が直前の記録紙の後端と排紙ローラとの間に入り込まないように、記録ヘッドと排
紙ローラとの間にガイドローラを設けるようにしたものである。
【０００４】
ところが、ハガキのような厚手でしかもサイズの小さな記録紙に高密度の記録書込みを行
ったような場合には、図４に示したように、多量のインクを吸収した記録紙Ｓが両側縁を
排紙ローラに規制された状態で上向きに大きくカールする結果、この記録紙Ｓの中央部が
、排出ローラａに接して転動する鋸歯状の歯を備えたホイール、つまりスターホイールｂ
を下から押上げることになって排紙ローラａとの接触を弱めるため、記録紙の排出を低下
させたり、排出される過程で湾曲したこの記録紙の先端縁が直前の記録紙の後端を押出し
てこれをスタッカから落下させてしまうといった不都合 生じさせ、さらには、樋状にカ
ールしてコシの強くなった記録紙が排紙部の上面に直上して接触し、記録紙の中央部分に
インクの汚れを生じさせてしまうといった不都合を生じさせる。
【０００５】
もとより、このような問題に対しては、スターホイールを支持する軸の剛性を大きくする
ことによって記録紙がカールするのを極力抑えるようにすればよいが、このようにした場
合には、スターホイールとの接触圧が過大になるあまり、記録紙の表面にスターホイール
による点線状の傷を付けてしまうといった別の問題を派生させてしまう。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はこのような問題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、多量のイン
クを吸込んでカールした記録紙を支障なく排出することのできる新たなインクジェットプ
リンタの排紙装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
すなわち、本発明はかかる課題を達成するためのインクジェットプリンタの排紙装置とし
て、 の紙搬送方向下手側に、駆動手段に駆動されて回転
周面に鋸歯状の歯を有する

対象とする小サイズの記録紙の巾方向中央部分に位置するように配設する

するようにした。
【０００８】
【発明の実施の形態】
そこで以下に本発明の実施例について説明する。
図１乃至図３は本発明の一実施例をなす排紙装置を示したものである。
【０００９】
この図に示した一般的な小型のインクジェットプリンタには、その本体１に、給紙部２か
ら紙搬送経路に沿って順に紙送りローラ対３、記録ヘッド４及び排紙ローラ対５が配設さ
れている。
【００１０】
上記した排紙ローラ対５は、図示しない駆動モータによって排紙方向に回転しつつ記録紙
の背面と接してこれを摩擦により排出させる排紙ローラ５ａと、弾性細線よりなる軸５ｃ
によって記録紙を弱い押圧力で排紙ローラ５ａの表面に押圧するスターホイール５ｂとに
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よって構成されている。
【００１１】
このスターホイール５ｂは、紙の排出方向に向けてほぼ平行に延出形成された支持板６に
軸５ｃを介して回転自在に取り付けられているが、さらに、この支持板６の排 ローラ対
５よりも紙搬送方向下手側には、図２に示したように、プリンタ本体１の一側から記録書
込みを行うべき厚手の小サイズの記録紙の巾の１／２の距離を隔てた位置、つまりこの実
施例ではハガキＳの巾の１／２の距離を隔てた位置に、弾性細線よりなる軸７ａに保持さ
れた紙押え用のスターホイール７が排出用スターホイール５ｂとほぼ同じ高さに配設され
ていて、排 ローラ対５より排出されて上向きにカールしようとするハガキＳの中央部分
を上方から押圧して、これを可能な限り偏平にするように構成されている。
【００１２】
この紙押さえ用のスターホイール７は、紙排出用のスターホイール５ｂよりも柔らかい素
材、望ましくは樹脂材により鋭いエッジを持たないホイールとして形成されていて、スタ
ックされたハガキＳを排出方向以外の向きに取り出すとき、その表面に傷をつけないよう
に構成されている。
なお、図中符号９は排出された記録紙を載置するスタッカを示している。
【００１３】
このように構成されたプリンタ本体１の給紙部２からハガキＳを挿入してその表面にカラ
ーのインクをもってベタのカラー画像を形成すると、このハガキＳは、排出ローラ対５を
経てスタッカ９へ排出される過程で、吸収した多量のインクにより徐々に上向きにカール
してくるが、上述したように、排出ローラ対５の紙搬送方向下手側には、ハガキＳの巾方
向中央部分に接する紙押え用のスターホイール７が排出用のスターホイール５ｂとほぼ同
じ高さに設けられているため、この部分へ排出されてきたハガキＳは、図３に示したよう
に、紙押え用のスターホイール７に上から押えつけられてカールしようとする力が削られ
た上、ほぼ偏平な状態のままこの部分を通過する。
【００１４】
このため、この部分でのハガキＳは、両側縁が支えられていないことと、ほぼ偏平を呈し
ていることによるコシの弱さと相まって下方へ垂れ下がる傾向を示し、排出用のスターホ
イール５ｂを上向きに押し上げる力をなくして排 ローラ５ａとの接触を維持しつつ、こ
れの持つ排出力によりスタッカ９の上に効率良く排出される。
【００１５】
ところで、上述した実施例では、排紙ローラ対５の下手側に１つの紙押え用のスターホイ
ール７を設けるようにしたものであるが、これを複数にして、記録紙との接触圧を適度に
弱めるように構成することも可能である。
【００１６】
【発明の効果】
以上述べたように本発明によれば、排紙ローラ対の紙搬送方向下手側に、排紙用のスター
ホイールとほぼ同じ高さをなすようにして小サイズの記録紙の巾方向中央部を押圧するス
ターホイールを配設したので、多量のインクを吸収して上向きにカールしつつ排出されて
きた記録紙を、このスターホイールにより上から押圧してカールするのを極力軽減させ、
そのコシの強さを弱めることにより排紙用スターホイールへの押上げ作用を軽減して、排
紙ローラによる正常な排出力を維持させつつこの種の記録紙の排出を円滑に行わすととも
に、その直前の記録紙を押出すといった不都合の発生をも未然に抑えることができる。
【００１７】
【発明の効果】
以上述べたように本発明によれば 量のインクを吸収して上向きにカールしつつ排出さ
れてきた記録紙を、 により上から押圧して コシの強さ
を弱めることにより排紙用スターホイールへの押上げ作用を軽減して、排紙ローラによる
正常な排出力を維持させつつこの種の記録紙の排出を円滑に行わすとともに、その直前の
記録紙を押出すといった不都合の発生をも未然に抑えることができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例をなす排出装置について示した側面図である。
【図２】同上装置についての上面図である。
【図３】同上装置による排紙の状態を示した説明図である。
【図４】従来の装置による排紙の状態を示した説明図である。
【符号の説明】
３　紙送りローラ対
４　記録ヘッド
５　排紙ローラ対
５ｂ　排紙用スターホイール
７　紙押え用スターホイール
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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